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もっと身近に、もっと元気に。

商工会議所報
会員のひろば

西部ブロック

編
記後
集

２
Q 仕事を始めたきっかけは？
昭和46年に先代が開業、８年前に２代目として代替わりし、
３年前に店舗をリニューアルしました。中華の店っぽくないス
タイリッシュな外観と内装にこだわりました。もうすぐ創業
50年になる父から受け継いだこの店を、これからも頑張って
皆さんに愛される地元の食堂として続けていきたいです。
Q 仕事をする上でのこだわりは？
「来て良かった」と感じていただける料理を提供したいと思
いながら、すべて手作りで調理しています。どなたでも気軽に
来られて、中華だけでなくいろいろな料理を楽しめる大衆食
堂でありたいですね。
Q PRをどうぞ！
あっさりスープの昔ながらの醤油ラーメンとパラパラに炒めた
チャーハンのセットが人気です。麺類、定食、丼物もありま
す。辛い系が好きな方には辛みそラーメンと辛チャーハンが
オススメ。中華料理店ですがチキンライスとオムライスのファ
ンの方も。豊富なメニューでお待ちしています！

野崎　智さん飯泉　聡さん

スタイリッシュな大衆食堂企業連携で高度なモノづくりを目指す

萬来軒

取材メモ
「休日は家でゴロゴロしていま
すね（笑）。３年前に勧められ
て始めたゴルフも時々楽しん
でいます！」と飯泉さん。家
に帰ると３人の息子さんがい
るので、賑やか過ぎますが癒
されるそうです。

取材メモ
店名と内外装のギャップに驚く方

や「ラーメン屋さんかと思ったら、

ジャンルが違うメニューがあって、

しかも種類が多くてびっくり」と言

うお客様もいるそうです。女性の方

一人でも来店しやすいお店です。

津田1855-2
●営業時間／８：30～17：15
●定 休 日／土・日曜日・祝祭日
●T E L／029-272-9606
●F A X／029-272-9612

堀口686-11
●営業時間／
　11：00～14：00（L.O）・
　17：00～20：30（L.O）
●定 休 日／火曜日（夜）・水曜日
●T E L／029-272-2843

今年も２万人以上のランナーが参加して勝田全国マラソン大会が開催されました。日本４大マラソンのひとつで硬派の市民マラソンと言われる同大会は、前日に
はウェルカムの気持ちを込めて前日祭を開催、当日はボランティアスタッフの協力による運営と沿道からの応援とサポートで、市全体がおもてなしの心でランナー
の皆さんを応援しています。来年も多くのランナーの方がエントリーして、ひたちなか市に来てくれるのを楽しみにしています。（Ａ．Ｓ）

P4ねくぜね！

㈱ハナワ
塙 兼親さん

青年部通信・
クローズアップ女性会・
タマリバ通信 P7

会頭日記・青研ニュース P8

P10会員のひろば

㈱飯泉

萬来軒

「写真はちょっと･･･」と照れる野崎さん（後ろ姿）に会いたい方は、ぜひお店へ！

Q 仕事を始めたきっかけは？
横須賀で生まれ育ち、東京で妻と知り合い、20年前に妻の実
家であるこの会社に入り家業を継ぎ、３年前に３代目となりま
した。越してきたときはわからないことだらけで20年間無我
夢中でやってきましたが、いつのまにか同業者の知り合いや
友人ができ、この地に来てこの仕事ができて良かったです。
Q 仕事をする上でのこだわりは？
お客様の納期がひっ迫しているとき、最終工程になる当社で
出来るだけ納期を取り戻せるよう最大限の努力をします。「断
らない」をモットーに、お客様に便利と感じていただける会社
を目指しています。「“めっき”のことなら飯泉に」と言っても
らえるよう頑張っています。
Q PRをどうぞ！
表面処理企業連携体を構築し、めっき部門のメンバーの方々と
連携しながらお互いに技術力や新工法の開発に積極的に取り組
んでいます。加工部門の企業ともパートナー体制を取り、お互い
の技術や技能を組み合わせ高度なモノづくりを目指しています。

㈱飯泉

先々代が水戸で創業して70年、この地に移転して50年、今年は節目の年です

●

●
山新

津田小
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6
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㈱飯泉

萬来軒
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●

常陽
銀行

県信
勝田支店

●
勝田二中

サンユー
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十文字
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6
号

新春特別講演会
東京大学公共政策大学院客員教授
野村総合研究所顧問
増田寛也氏

P3 教えて！かたりべさん
那珂湊の反射炉（水戸反射炉）と
那珂湊野外劇①
語り部：磯﨑 滿さん

P6

P2「パスタ」と「笑顔」でおもてなし★★★
勝田全国マラソン大会前日祭

渋井陽子選手（左）と日立製作所陸上競技部の皆さん

イカルス渡辺氏とD-forのコラボによる応援ライブ

多くの来場者で賑わうパスタフェス会場



あんこう鍋定食
《あん肝と味噌の特製出汁》

海鮮レストラン浜辺のおすすめ

大人気！好評発売中。

ひたちなか市東石川3142－5（TEL 029－274－2121） お菓子の

ココジュニア

お問い合わせは、お気軽に！

［通常入会金］16,200円（税込）
または、8,750円（税込）

テキスト代3,000円OFF
3月31日（日）までの
早期申込特典

3月31日（日）までの早期申込特典

他社からの
乗りかえ特典＆

※各特典には、適用条件があります。詳しくは、ホームページまたは、下記の教室までお問い合わせください。

春からの入会キャンペーン実施中！
201９年
4月30日（火）まで！

3
特典

2
特典

1
特典

子ども向け英語スクール COCO塾ジュニア

新年度受講生募集中！

入会金

￥0
新年度準備コース
受講生 
（新年度準備コース受講料分のテキスト代割引）

特別割引

〒310-0015　茨城県水戸市宮町1-3-38　中村ビル5F〒310-0015　茨城県水戸市宮町1-3-38　中村ビル5F
C964

COCO塾ジュニア 水戸校
☎029-302-7021

第
67
回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
前
日
祭
を
ひ
た
ち

な
か
市
文
化
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
の
朝
は
、
今

年
初
の
雪
が
舞
い
ま
し
た
が
、

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
３
回
目
と
な
る
パ

ス
タ
フ
ェ
ス
で
は
、
地
元
食

材
を
使
用
し
た
市
内
８
店
舗

の
パ
ス
タ
と
那
珂
湊
焼
き
そ

ば
が
１
食
３
０
０
円
で
楽
し

め
た
他
、
今
回
の
目
玉
と

な
っ
た
パ
ス
タ
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
マ
ル
コ
・
パ
オ
ロ
・

モ
リ
ナ
ー
リ
氏
の
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
の
店
を
は
じ
め
と
し
た

ス
イ
ー
ツ
や
飲
物
ブ
ー
ス
が

会
場
を
彩
り
ま
し
た
。　
　

パ
ス
タ
フ
ェ
ス
会
場
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
ひ
た
ち
な
か
サ

ウ
ン
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
演
出

で
、
地
元
和
太
鼓
普
及
団
体

「
和
奏
」
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
好

き
が
集
結
し
た

バ
ン
ド
「laid 

back

」、
創
団

37
年
を
迎
え
る

ア
マ
チ
ュ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
「
ひ
た
ち
な

か
市
民
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
の
演

奏
で
、
会
場
が

音
楽
で
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

屋
内
で
は
、

市
内
チ
ア
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル

「D
-for

」
の
チ

ア
ダ
ン
ス
を

皮
切
り
、
勝
田

全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
歴
史

紹
介
動
画
や
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
女
子

１
０
，０
０
０
ｍ
の
日
本
記

録
や
本
大
会
第
51
回
の
女
子

39
歳
以
下
10
㎞
の
部
の
大
会

記
録
保
持
者
で
も
あ
る
、
三

井
住
友
海
上
女
子
陸
上
競
技

部
所
属
の
渋
井
陽
子
選
手
を

は
じ
め
、
元
陸
上
選
手
の
双

子
姉
妹
、
現
在
は
㈱
日
立
製

作
所
女
子
陸
上
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
黒
澤
夏
楠

氏
と
同
事
務
局
の
莉
楠
氏
と
、

昨
年
よ
り
同
部
に
加
わ
っ
た

双
子
姉
妹
、
佐
々
木
芽
衣
氏
、

瑠
衣
氏
の
５
名
が
登
場
。
普

段
の
練
習
方
法
や
、
勝
田
マ

ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
攻
略
の
秘

訣
な
ど
に
つ
い
て
自
身
の
体

験
を
交
え
な
が
ら
翌
日
走
る

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
り
ま
し
た
。

続
い
て
ひ
た
ち
な
か
市
出

身
の
演
芸
ロ
ッ
ク
歌
手 

イ

カ
ル
ス
渡
辺
氏
の
ラ
イ
ブ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
勝
田

マ
ラ
ソ
ン
非
公
認
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
ド
ン
と
行
け
!!
」

や
新
曲
「
阿
字
ヶ
浦
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
」
を
披
露
、「
侍

ジ
ャ
ク
ソ
ン
」
で
は
今
年
も
、

D
-for

が
繰
り
広
げ
る
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
コ
ラ

ボ
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
「
頑
張
ろ

う
コ
ー
ル
」
を
参
加
者
全
員

で
行
い
、
翌
日
の
大
会
へ
向

け
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

ま
し
た
。

（
事
業
推
進
課　

大
沼
）

自ら出店するマルコ氏

会場に響き渡る「がんばろうコール」

「
パ
ス
タ
」
と
「
笑
顔
」
で
お
も
て
な
し
★
★
★

勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前
日
祭

1/26

満員御礼の屋内会場

2



「
地
域
の
活
力
が
日
本
を
救

う
～
ひ
た
ち
な
か
の
未
来
～
」

と
題
し
、
東
京
大
学
公
共
政
策

大
学
院
客
員
教
授
で
野
村
総
合

研
究
所
顧
問
の
増
田
寛
也
氏
を

講
師
に
新
春
特
別
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢

地
方
の
若
者
が
進
学
や
就

職
な
ど
で
東
京
圏
に
流
出
し
続

け
、地
方
は
「
人
口
減
少
時
代
」

に
突
入
し
た
と
指
摘
。
人
口
推

計
の
現
状
と
未
来
図
を
説
明
し

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

県
外
居
住
者
の
半
数
近
く

は
出
身
地
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
し
て
い
る
が
、
疎
外
要
因
と

し
て
出
身
地
企
業
の
認
知
不
足

が
挙
げ
ら
れ
、
い
か
に
地
元
の

良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
か
が
人
口

減
少
へ
の
対
応
策
で
は
な
い
か
。

最
近
は
若
者
を
中
心
に
イ

ベ
ン
ト
等
を
通
じ
地
域
や
人
に

関
わ
り
変
化
を
生
み
出
す
人
材

が
入
り
始
め
て
お
り
、こ
の「
関

係
人
口
」
の
創
出
が
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

る
。地

方
創
生
と
は
「
地
域
の

自
立
と
地
域
価
値
の
向
上
」
で
、

ひ
た
ち
な
か
市
は
海
浜
鉄
道
の

延
伸
計
画
に
合
わ
せ
「
帰
り
た

く
な
る・住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
居
住

者
増
加
へ
の
鍵
と
な
る
。

プ
チ
東
京
で
は
な
く
、
地

元
発
の
企
業
を
見
つ
め
「
こ
の

地
域
だ
か
ら
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
フ
ァ
ン
を
作
っ
て
行
く
こ
と

が
鍵
と
な
る
。
労
働
人
口
を
補

う
た
め
に
Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
最
大

限
に
活
用
し
、
若
者
が
希
望
を

持
っ
て
働
け
る
施
策
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
。

♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢

地
方
を
見
て
き
た
増
田
氏

の
実
例
を
交
え
な
が
ら
の
説
明

に
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

地
域
の
活
力
で
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
講
演
会
に

な
り
ま
し
た
。

（
企
業
支
援
課　
川
﨑
）

●
き
れ
い
な
街
で
お
出
迎
え

勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
る
前
日
、
ラ
ン
ナ

ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
表
町
通
り

を
中
心
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で

５
回
目
に
な
る
こ
の
活
動
は
、

「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
す
る

ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
客
を
き
れ
い

な
街
で
お
迎
え
し
よ
う
！
」
と

元
気
ひ
た
ち
な
か
特
別
委
員
会

（
小
野
修
委
員
長
）
の
呼
び
掛

け
で
始
ま
り
、
ひ
た
ち
な
か
ま

ち
づ
く
り
㈱
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
雪
が

ち
ら
つ
く
中
、表
町
の
中
心「
カ

フ
ェ
タ
マ
リ
バ
」
に
20
名
が
集

合
、
こ
の
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
川

嶋
広
行
さ
ん
（
㈱
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ･

カ
ワ
シ
マ
代
表
取
締
役
）
の
寒

さ
も
吹
き
飛
ば
す
掛
け
声
で
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
表
町
通
り
、

勝
田
駅
周
辺
、
昭
和
通
り
の
一

部
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
は
会
員
の
皆
様
や
地
域
の

皆
様
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
総
務
企
画
課　
西
連
地
）

●
中
間
地
点
で

ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

ひ
た
ち
な
か
市
大
型
店
連

絡
協
議
会
で
は
、
勝
田
全
国
マ

ラ
ソ
ン
大
会
当
日
、
県
立
勝
田

特
別
支
援
学
校
・
常
陽
銀
行
佐

和
支
店
と
三
者
合
同
で
、
常
陽

銀
行
佐
和
支
店
前
で
ド
リ
ン
ク

２
，５
０
０
杯
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
地
点
近
く
の
ま

さ
ゆ
き
鍼
灸
接
骨
院
に
も
ボ
デ

ィ
ケ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
24
㎞
地
点
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

が
飲
物
を
手
に
し
、「
あ
り
が
と

う
！
」と
声
を
か
け
ら
れ
、特
別

支
援
学
校
と
常
陽
銀
行
の
皆
さ

ん
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
声
援

も
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

（
事
業
推
進
課　
江
橋
）

□
●
バ
ナ
ナ
と
声
援
で
サ
ポ
ー
ト

大
会
当
日
、
勝
田
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
前
で
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
開
設
し
、
常
陽
銀
行
ひ

た
ち
な
か
支
店
と
共
同
で
運
営
、

勝
田
環
境
㈱
（
望
月
福
男
代
表

取
締
役
）
よ
り
ご
協
賛
い
た
だ

い
た
バ
ナ
ナ
約
１
，０
０
０
本

を
ラ
ン
ナ
ー
に
提
供
、
34
キ
ロ

地
点
で
疲
労
が
ピ
ー
ク
に
達
し

て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
が
多
く
、
後

半
戦
の
貴
重
な
栄
養
源
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

（
事
業
推
進
課　
大
沼
）

当
所
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
事
務

所
並
び
に
現
地
コ
ン
サ
ル
を
依

頼
し
て
い
る
㈱
グ
ロ
ー
ビ
ッ
ツ

代
表
取
締
役
社
長　
春
山
貴
広

氏
を
講
師
に
個
別
相
談
会
・
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
山
氏
は
、
参
加
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

海
外
展
開
の
必
要
性
・
可
能
性

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
現
地
を
よ
く
知
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
市
場
調

査
な
ど
十
分
な
準
備
を
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
必
ず
し
も
現
地

に
行
か
な
く
て
も
国
内
の
貿
易

会
社
や
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
売
り
込

み
か
ら
行
う
手
法
も
あ
る
」
な

ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

最
後
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

功
と
は
継
続
的
な
販
売
・
取
引

が
な
さ
れ
、
利
益
を
生
み
出
す

事
で
あ
り
、
成
功
に
向
け
た
最

終
ゴ
ー
ル
の
設
定
が
重
要
で
あ

る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
別
相
談
で
も
、
新

た
な
取
り
組
み
の
相
談
も
あ
り
、

海
外
展
開
の
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
り
ま
し
た
。

（
企
業
支
援
部　
黒
澤
）

地
方
創
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
ロ
ー
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

新
春
特
別
講
演
会
1/23

報　告

大
会
を
側
面
か
ら
支
援

勝
田
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1/26・27

報　告

北
米
進
出
を
探
る海外

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
1/22

報　告

ジェスチャーを交えながら話す増田氏

街中のゴミを拾う川嶋
リーダーと参加者

ランナーに飲物を渡すメンバー

声援と共にバナナを渡すスタッフ達
活発な意見が飛び交ったディスカッ
ション
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次
世
代
を
担
う
会
員
事
業
所

の
後
継
者
の
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
今

回
は
、
株
式
会
社 

ハ
ナ
ワ 

塙　

兼
親
さ
ん
で
す
。

◆
自
己
紹
介
を
ど
う
ぞ
！

平
成
元
年
生
ま
れ
の
29
歳

で
す
。昨
年
息
子
が
生
ま
れ
、

仕
事
に
張
り
合
い
が
出
て
き

ま
し
た
！
趣
味
は
大
学
時
代

ま
で
続
け
て
い
た
サ
ッ
カ
ー

で
、
今
も
週
に
２
回
は
フ
ッ

ト
サ
ル
で
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。
大
学
を
卒
業
す
る
ま

で
家
業
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
継
ぐ
つ
も
り
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
自
分
が
継
が

な
け
れ
ば
こ
の
ス
タ
ン
ド
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
考

え
た
時
に
、
寂
し
い
気
持
ち

と
終
わ
り
に
さ
せ
た
く
な
い

気
持
ち
が
湧
い
て
き
て
、
気

が
付
い
た
ら
継
ぐ
た
め
の
修

業
に
出
て
い
ま
し
た
。
３
年

間
、
ビ
シ
ビ
シ
と
厳
し
く
教

え
て
く
れ
た
修
業
先
の
親
方

の
お
か
げ
で
頑
張
っ
て
家
業

を
継
い
で
い
ま
す
。

◆
社
長
に
言
い
た
い
こ
と
は
？

健
康
に
気
を
付
け
て
、
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
教
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
自
分
で
も
親
父
の
背

中
を
見
な
が
ら
学
び
ま
す

が
、
時
に
厳
し
く
時
に
優
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
将
来
ど
ん
な
会
社
に
し
た
い
？

昭
和
シ
ェ
ル 

勝
田
三
反

田
Ｓ
Ｓ
は
私
で
３
代
目
に
な

り
ま
す
。
以
前
か
ら
の
流
れ

を
尊
重
し
つ
つ
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
で
個
性
を
出
し
、
地
域

密
着
で
お
客
様
に
愛
さ
れ
る

企
業
と
し
て
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

♥
親
父
の
小
言
（
塙 

宗
徳

さ
ん
）

お
客
様
か
ら
好
か
れ
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

●応募方法
右欄の点線で囲まれた部分内を記入のうえ、FAXでお送りください。
官製はがきで応募の際は、右の点線部分をはがきに貼り付けて
「〒312-8716 ひたちなか市勝田中央14-8ひたちなか商工会議所総務
企画課」宛にお送りください。
正解者の中から抽選で賞品を進呈いたします。
●締め切り：平成31年２月28日（当日消印有効）
●F A X：029-275-2666
◎前回の有限会社安物産の西野さんからの出題、干し芋は何からできているで
しょうは、１．さつまいも でした。ひたちなか市の特産品でもある干し芋が美味
しい季節ですね。たくさん食べましょう！正解者20名でした。ご応募ありがとう
ございました！

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。な
お、ご応募いただきましたお客様の個人情報は厳重に管理し、賞品の
抽選および当選者の確認・連絡のみに利用させていただきます。

答え（正解と思う番号に○を付けてください）

事業所名

氏名

住所　〒

TEL

※応募は 1事業所につき 1枚のみ有効です。

１．原油 　　２．ごま油　　 ３．米油１．原油　　 ２．ごま油　　 ３．米油

問題

三択クイズ新会員限定会員限定

今回取材した、塙さんからの出題です。
「ガソリンは何からできているでしょう？」

株式会社 ハナワ
塙　兼

け ん し ん

親さん

当
所
会
員
の
京
遊
膳 

花
み

や
こ  

代
表  
西
野 

正
巳
さ
ん

が
、
農
林
水
産
省
料
理
人
顕
彰

制
度
「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
」
ブ

ロ
ン
ズ
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
」
は
、

日
本
の
「
食
」「
食
文
化
」
等

の
素
晴
ら
し
さ
や
奥
深
さ
、
そ

の
魅
力
に
誇
り
と
こ
だ
わ
り
を

持
ち
、
生
産
者
等
と
協
働
で

様
々
な
取
り
組
み
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
料
理
人
の
方
に
授
与
さ

れ
る
賞
で
す
。

西
野
さ
ん
は
、
地
元
食
材
を

使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
料
理
の

創
作
や
県
産
食
材
の
価
値
向
上

を
生
産
者
に
働
き
か
け
販
促
活

動
を
行
い
、
新
た
な
商
品
開
発

や
海
外
へ
の
発
信
等
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
井
川
県

知
事
よ
り
、「
い
ば
ら
き
食
の

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
も
任
命
さ

れ
て
い
ま
す
。

商
標
「
京
遊
膳
」
は
、
四
季

折
々
の
こ
だ
わ
り
の
雅
を
お
膳

で
は
ん
な
り
表
現
す
る
、
と
い

う
意
の
西
野
さ
ん
が
考
案
し
た

造
語
で
す
。「
京
遊
膳 

花
み
や

こ
」
で
は
、
全
国
の
厳
選
食
材

と
県
産
の
こ
だ
わ
り
食
材
を
融

合
し
美
味
し
さ
を
追
求
し
た
日

本
料
理
を
、
人
間
国
宝
や
名
工

の
方
々
が
手
掛
け
た
数
奇
屋
造

り
の
設
え
の
落
ち
着
い
た
空
間

で
楽
し
め
ま
す
。

（
西
野
さ
ん
か
ら
一
言
）

県
内
初
受
賞
と
い
う
こ
と
で

と
て
も
光
栄
で
す
。
京
都
で
修

業
し
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
コ
ツ

コ
ツ
と
や
っ
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
地
で
開
業
し
て

25
年
目
の
節
目
の
年
に
受
賞
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
も
「
京
遊
膳
」
を
追
求
し
、

さ
ら
に
精
進
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　
西
連
地
）

『
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
』県
内
初
受
賞
！

京
遊
膳 

花
み
や
こ　

西
野 

正
巳 

さ
ん

トピックス

京遊膳 花みやこ
■所在地：市内笹野町3丁目14-26
■電　話：029-276-7703
■Ｈ　Ｐ：
　http://www.hanamiyako.com
■営業時間：
　昼 11:30 ～ 14:30（L.O 12:30）
　夜 17:30 ～ 22:00（L.O 20:00）
■定休日：月曜日・第３火曜日

32
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平
成
31
年
の
新
春
賀
詞
交

歓
会
が
、
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル

パ
レ
ス
で
市
内
各
界
の
代
表
者

ら
約
４
６
０
人
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
鈴
木
会
頭
は
、「
今
年
は
、

中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
の
強
化

や
地
方
創
生
へ
の
取
り

組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
へ
の
対
応
、
特
に
今

後
増
加
す
る
外
国
人
観

光
客
へ
の
対
応
に
向
け

て
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。
オ
ー

ル
ひ
た
ち
な
か
の
精
神

で
市
と
一
緒
に
こ
の
街

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
谷
明

市
長
が
、「
ひ
た
ち
な

か
市
は
、
市
民
の
方
々

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
産
業
の
集
積
地

で
、
港
湾
も
あ
り
ま
さ
に
外

に
開
か
れ
て
い
る
、
運
が
舞

い
込
ん
で
く
る
街
で
あ
る
。

ま
た
今
年
は
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
幸
運
が
転
が
り
込
ん
で
く

る
チ
ャ
ン
ス
の
年
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
恵
ま
れ
た
環

境
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て

い
く
か
し
っ
か
り
考
え
て
い

く
の
で
、
ご
参
会
の
方
々
や

市
民
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と

知
恵
も
お
借
り
し
た
い
」
と
、

主
催
者
を
代
表
し
年
頭
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
郡
司
彰
参
議
院

副
議
長
、
岡
田
広・藤
田
幸
久・

上
月
良
祐
参
議
院
議
員
、
茨
城

県
議
会
議
員
を
代
表
し
て
磯
崎

達
也
議
員
か
ら
年
頭
の
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
清
水
立
雄
市
議
会

議
長
の
発
声
で
乾
杯
。
参
加
者

た
ち
は
和
や
か
に
歓
談
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
新
た
な
年
の
飛
躍
と

本
市
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。（

総
務
企
画
課　
西
連
地
）

勝
田
駅
５
時
30
分
発
で
阿

字
ヶ
浦
に
向
か
っ
た
「
急
行
あ

じ
が
う
ら
号
」。
堀
出
神
社
で

お
祓
い
と
地
元
の
皆
さ
ん
の
豚

汁
や
甘
酒
の
お
も
て
な
し
を
受

け
、
酒
列
磯
前
神
社
で
参
拝
。 

磯
埼
灯
台
脇
で
「
和わ

か
な奏

」
の
和

太
鼓
が
響
く
中
、
磯
崎
海
岸
の

中
生
代
白
亜
紀
層
を
オ
レ
ン
ジ

色
に
染
め
る
初
日
に
手
を
合
わ

せ
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

「
快
速
な
か
み
な
と
号
」
で

那
珂
湊
駅
で
下
車
し
た
皆
さ
ん

は
、
湊
公
園
で
今
年
も
〝
け
あ

ら
し
〟
が
立
つ
初
日
を
拝
み
、

天
満
宮
と
橿
原
神
宮
に
詣
で
、

四
郎
介
稲
荷
神
社
で
お
祓
い
を

受
け
ま
し
た
。

年
々
親
子
連
れ
や
前

泊
し
て
の
参
加
者
も
増
え
、

参
加
者
か
ら
は
「
初
詣
コ

ー
ス
も
初
日
の
出
も
良
か

っ
た
！
」「
温
っ
た
か
お

も
て
な
し
に
ホ
ッ
コ
リ
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
来
年
は
初
日
の
出
列

車
に
乗
っ
て
新
年
を
迎
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
那
珂
湊
支
所　
伊
藤
）

変
化
へ
の
対
応
に
積
極
的
に
取
り
組
む

新
春
賀
詞
交
歓
会
1/9

報　告

３
５
０
人
が
新
年
を
祝
う
！

湊
線
で
行
く
初
日
の
出
・
初
詣
1/1

報　告

開会のあいさつを述べる鈴木会頭

新たな年への期待を胸に歓談する参加者“けあらし”が立つ湊公園からの初日の出

ひたちなか市東石川3517
TEL：029－273－6111
FAX：029－273－6091

http://www.corona-el.co.jp/

学ぶこと。
楽しむこと。
育むこと。

これが私たちのエネルギー！

医療機器・理化学機器・電子電気計測機器の
設計、製作および販売

関東屈指の濃い温泉
★
★

新しいナノミストサウナは、
すっごく「いい汗」かけます！

別名「アンチエイジングサウナ」で爽快発汗！
いい汗かいたら、昼は海、夜は月をのぞみな
がら…海風でクールダウンする贅沢を。

疲労、ストレスは汗とともにさっぱり流そう！
のぞみでパワーチャージ！

「お食事のみ、宴会のご利用もお気軽にどうぞ」
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那
珂
湊
の
反
射
炉

（
水
戸
反
射
炉
）①

那
珂
湊
の
反
射
炉
（
水
戸

藩
の
反
射
炉
）
は
、
佐
賀
の

反
射
炉
、
鹿
児
島
の
反
射

炉
、
韮
山
の
反
射
炉
に
続
い

て
４
番
目
に
完
成
し
た
反
射

炉
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鹿
児

島
の
反
射
炉
跡
と
韮
山
の
反

射
炉
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
水
戸
藩
の
反
射
炉
は

１
８
６
４
年
８
月
16
日
、
元

治
甲
子
の
乱
（
天
狗
・
諸
生

の
乱
）
の
那
珂
湊
の
戦
い
の

中
で
、
損
壊
し
た
。
現
在
の

反
射
炉
は
、
旧
那
珂
湊
商
業

学
校
（
現
在
の
那
珂
湊
高
等

学
校
）
の
英
語
教
師
関
一
先

生
の
研
究
と
那
珂
湊
市
時
代

の
最
初
の
名
誉
市
民
と
な
っ

た
弁
護
士
深
作
貞
治
氏
始
め

多
く
の
篤
志
家
の
資
金
協
力

に
よ
っ
て
、
旧
陸
軍
省
か
ら

土
地
を
購
入
し
、
昭
和
12
年

復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
２

塔
の
反
射
炉
の
間
に
は
日
露

戦
争
日
本
海
海
戦
で
ロ
シ
ア

の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
に
勝
利

し
た
連
合
艦
隊
司
令
長

官
東
郷
平
八
郎
の
絶
筆

「
護
国
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
東
郷
平
八
郎

の
甥
が
反
射
炉
研
究
で

有
名
な
海
軍
中
将
東
郷

吉
太
郎
で
あ
る
。
反
射

炉
建
設
に
貢
献
し
た
湊

村
大
工
飛
田
與
七
の
墓

石
（
華
蔵
院
）
裏
に
東

郷
吉
太
郎
中
将
の
顕
彰

文
が
あ
る
。

１
８
２
４
年
大
津
浜
事

件
（
水
戸
藩
領
大
津
浜
、
現

在
の
北
茨
城
市
大
津
町
に
12

人
の
イ
ギ
リ
ス
捕
鯨
船
員
が

上
陸
し
た
が
、
壊
血
病
で

あ
っ
た
た
め
野
菜
等
を
与
え

帰
し
た
）
の
結
果
、
翌
年

１
８
２
５
年
幕
府
に
よ
る
異

国
船
打
払
令
が
出
さ
れ
る
。

常
陸
沖
始
め
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
異
国
船
が
姿
を
見
せ

る
よ
う
に
な
る
。
水
戸
藩
第

九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
は
、
親

藩
と
し
て
、
ま
た
地
政
学
的

に
江
戸
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

海
防
強
化
策
を
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
。
鉄
製
の
大

砲
を
造
る
べ
く
「
水
戸
に
反

射
炉
を
」
と
は
そ
の
謂
で
あ

る
。
斉
昭
は
親
交
の
あ
っ
た

薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
の
下
で

学
ば
せ
る
べ
く
、
雑
賀
孫
一
、

藤
田
東
湖
か
ら
推
挙
が
あ
っ

た
湊
村
の
大
工
飛
田
與
七
を

弱
冠
19
歳
で
薩
摩
に
派
遣
す

る
。
そ
の
際
、
薩
摩
で
見
下

さ
れ
な
い
た
め
に
名
字
帯
刀

を
与
え
た
。
僅
か
１
年
余
で

帰
国
す
る
が
、
そ
の
優
れ
た

製
図
能
力
と
誠
実
さ
で
、
オ

ラ
ン
ダ
人
ヒ
ュ
ゲ
ー
ニ
ン
の

「
反
射
炉
図
」「
錐
入
図
」
を

模
写
し
、
薩
摩
で
の
反
射
炉

建
設
の
現
場
を
見
聞
す
る
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
水
戸
藩

の
反
射
炉
建
設
に
取
り
掛
か

る
。（

つ
づ
く
・
文
中
敬
称
略
）

http://www.minato-kankohotel.com/

 TEL 029-262-4118　FAX 029-262-4119
（那珂湊おさかな市場前）

大小御宴会・御宿泊・御慶事・御法事・御会合
御予算に応じ承ります

みなと観光ホテル  検索

送 迎
致します

薩摩反射炉石垣南側面全景

全国の反射炉及び高炉《『幕末明治製鉄論』大橋周治編著「幕
末の〈反射炉・高炉〉建設」より（一部加筆・修正）》

経営 領地 工場の場所 操業開始年月

反 
炉
に
よ
る
鋳
砲

幕
府
な
い
し
藩
経
営

佐　賀
佐賀・築地 1851（嘉永４）年12月

佐賀・田布施 1854（安政元）年３月
薩　摩 鹿児島・集成館 1854（安政元）年３月

幕府天領 伊豆・韮山 1855（安政２）年２月
水　戸 那珂湊 1856（安政３）年２月

長　州 萩 1858（安政５）年とさ
れるが不詳

幕　府 江戸・滝野川 1867（慶応２）年２月
（推定）

民
間
経
営

島原藩
（豊前飛地領） 安心院・佐田 1855（安政２）年月

不詳
鳥　取 六　尾 1857（安政４）年９月
岡　山 大多羅 1865（慶応元）年１月
福　岡 博多・土居町 試験操業のみ

高
炉
製
鉄

幕
府
営

薩　摩 鹿児島・集成館 1854（安政元）年７月
函　館

（幕府奉行所） 鹿児島・古武井 1858（安政５）年以降

民
営

南　部 釜石地区 1857（安政４）年12月
仙　台 東岩井 1863（文久３）年

那珂湊の反射炉（水戸反射炉）と
那珂湊野外劇①

語り部：磯﨑　滿 さん
那珂湊野外劇実行委員会代表

第14シリーズ

6



青年部通信 Young Entrepreneurs Group

close
up

１
月
は
「
事
業
承

継
」
を
テ
ー
マ
に
講

師
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
つ

く
ば
経
営
戦
略
研
究

所
代
表
の
桑
原
務
氏

と
㈲
黒
澤
醤
油
店
代

表
取
締
役
の
黒
澤

仁
一
氏
の
二
人
を
迎

え
、
黒
澤
氏
が
ど
の

よ
う
に
承
継
し
た
か

の
経
験
談
に
合
わ
せ

て
、
桑
原
氏
か
ら
承

継
に
ま
つ
わ
る
ポ
イ

ン
ト
が
語
ら
れ
ま
し

た
。当

青
年
部
に
は
事

業
継
承
者
が
多
い
た

め
、
講
演
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
企
業
支
援
課

　
佐
藤
）

自
社
の
未
来
に

備
え
て
ま
す
か
？受講者は皆真剣そのもの！ 講師の桑原氏と黒澤氏

メリット
　会員に直接役立つ研修
事業への参加。分野別テ
ーマの調査研究や異業種
交流ができ、街づくりへ
の参加や会員相互の親睦
が図られます。

資　格
会議所の会員事業所であって
18才～45才の方。

※随時募集しております。

企業支援課　佐藤
お問い合わせ

会　費
30,000円（年間）

入会のご案内
来たれ！青年経済人！

大
寒
と
呼
び
ま
す
と
お
り
、

ま
さ
し
く
寒
さ
は
今
が
極
み

と
い
っ
た
１
月
25
日
、
平
成

最
後
と
な
る
新
年
会
を
春
日

ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
、
会
員

な
ど
47
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

鈴
木
会
頭
、
大
谷
市
長
を

は
じ
め
６
名
の
来
賓
に
ご
臨

席
頂
き
、
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
開
宴
し
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
青
年
部
が
扮
し

た
獅
子
舞
が
会
場
内
を
練
り

歩
き
、
参
加
者
の
頭
を
「
パ

ク
ッ
！
」。
こ
れ
は
獅
子
舞

に
頭
を
噛
ま
れ
る
と
魔
除
け

に
な
り
一
年
を
よ
り
良
く
過

ご
せ
る
、
獅
子
が
噛
み
つ
く

と
、
神
が
付
く
と
い
う
縁
起

を
担
い
で
お
り
、
会
場
中
が

大
歓
声
で
し
た
。

そ
の
後
、
総
務
・
地
域
振

興
・
研
修
委
員
会
の
余
興
、

最
後
は
来
賓
も
一
緒
に
大
き

な
輪
に
な
り
恒
例
の
三
浜
盆

踊
り
を
舞
っ
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
５
月
の
新
元

号
へ
の
改
元
や
、
イ
ノ
シ
シ

の
勇
敢
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
す

る
明
る
く
前
向
き
な
会
話
が

多
く
聞
か
れ
、亥
亥
（
い
い
）

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
企
業
支
援
課　
中
谷
）

２
０
１
９
年
も
猪
突
猛
進
！

亥
亥（
い
い
）年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

タマ
リバ
通
信

タマ
リバ
通
信

Vol.10

「
ま
ち
を
元
気
に
！
」

「
商
店
街
に
活
気
を
！
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い

る
ひ
た
ち
な
か
市
の
カ

フ
ェ
で
す
。
お
昼
は
サ
ザ

コ
ー
ヒ
ー
や
手
作
り
ケ
ー

キ
、
パ
ス
タ
な
ど
が
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
で
す
が
、
夜

は
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
と
し

て
お
酒
や
一
品
料
理
な
ど

も
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

贅
沢
な
夜
に
お
す
す
め

な
の
が
、
イ
タ
リ
ア
直
輸

入
の
樽
生
ワ
イ
ン
と
樽
生

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
。

食
べ
応
え
抜
群
の
厚
切
り

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
、
素

材
を
贅
沢
に
丸
ご
と
使
用

し
た
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー

ズ
の
ブ
リ
ュ
レ
は
ワ
イ
ン

に
合
う
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
！

大
人
数
で
の
宴
会
は
も

ち
ろ
ん
、
自
分
へ
の
ご
褒

美
と
し
て
ゆ
っ
た
り
お
食

事
が
楽
し
め
る
カ
ウ
ン

タ
ー
席
や
二
人
席
も
ご
用

意
。
街
の
ひ
と
が
気
軽
に

集
え
て
、
語
ら
え
る
場
所

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ラ

イ
ブ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

昼
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
夜
の
顔

樽
生
ワ
イ
ン
で
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を

厚切りローストビーフ1290円、カマ
ンベールチーズのブリュレ990円、
樽生ワイン赤・白/樽生スパークリン
グワイン赤・白 グラス500円、カラ
フェ1500円

イタリア直送の樽生ワ
インは現地の味わいそ
のままのフレッシュさ

美男美女は歌声も美しい！ 大汗をかいて舞っています！

広 告

7



青研NEWS

今年も活発に活動します！

１
月
16
日
、
若
手
実
行

委
員
会
を
開
催
し
、
今
後

の
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
２
月
に
３
泊
４
日
で

予
定
し
て
い
る
台
湾
視
察

に
つ
い
て
は
、
２
日
目
に
現

地
企
業
見
学
、
意
見
交
換
会
、

懇
親
会
を
行
い
台
湾
企
業

と
の
交
流
を
図
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
前
回
は
台

北
を
軸
に
移
動
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
移
動
時

間
を
節
約
す
る
た
め
、

台
中
へ
の
直
行
便
を
利

用
し
、
宿
泊
も
台
中
の
み

と
し
、
３
日
目
の
観
光
も

台
中
周
辺
で
行
先
を
探

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
親
睦
事
業

と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
親
子
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
協
議
し
、
３
月
に

開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

候
補
日
を
絞
っ
て
バ
ス
会

社
へ
企
画
を
依
頼
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
た
ち
な
か
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

協
議
し
、
産
業
交
流
フ
ェ
ア

で
使
用
し
た
材
料
が
ま
だ

残
っ
て
お
り
、
使
用
期
限
も

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使

用
希
望
の
メ
ン
バ
ー
が
い
れ

ば
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

１
月
23
日
、
メ
ン
バ
ー
企

業
の
見
学
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
訪
問
し
た
の
は

精
密
機
械
加
工
部
品
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
㈲
大
森

製
作
所
様
（
鴨
志
田
隆
司

社
長
）
と
精
密
板
金
加
工

や
精
密
機
械
加
工
を
行
う

㈲
清
水
製
作
所
様
（
清
水

圭
一
専
務
）
で
、
会
社
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の

ち
工
場
内
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

場
所
を
変
え
て
懇
親
会
を

行
い
、
情
報
交
換
と
懇
親

を
深
め
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
事
業
推
進
課　

牧
野
）

料理を前に真剣な会議

▲

１月１日（元旦）

▲

１月４日（金）

▲

１月７日（月）

▲

１月12日（土）

▲

１月17日（木）

▲

１月19日（土）

▲

１月21日（月）

▲

１月23日（水）

▲

１月24日（木）

▲

１月27日（日）

ひたちなか市公式ホームページのバナー広告で
事業やお店の宣伝をしませんか？

ひたちなか市公式ホームページのバナー広告で
事業やお店の宣伝をしませんか？

市内事業者は１枠につき 5,000 円／月（市
外事業者は 20,000 円／月）、さらに 3ヵ月
以上連続掲載の申込みは長期掲載割引があ
り、市内事業者は10ヵ月分 50,000 円で１年
間掲載します。（平成 31 年４月掲載開始の申
込期限は、３月 15日（金）まで）
申込方法など詳しい情報は市公式ホームペ
ージをご確認ください。
＜URL＞
　https://www.city.hitachinaka.lg.jp/
＜問合せ・申込み＞
　ひたちなか市情報政策課
　TEL 029-273-0111（内線 2214）

市公式ホームページではバナー広告の掲載事業者を募集しています。
バナー広告を掲載することで、事業の「知名度アップ」「事業の宣伝」「社会的信用の向上」などを図ることが

できますので、ぜひご活用ください。

１月
３ヵ月連続
６ヵ月連続
12ヵ月連続

5,000円
14,000円
27,000円
50,000円

20,000円
56,000円
108,000円
200,000円

市内事業者 市外事業者

※市内事業者とは、市内に事務所や店舗等を有する方をいいます

市ホームページのトップページ下部にバナー広告を掲載します。
広告画像をクリックすると指定のホームページへ移動します。
※バナー広告とは、ホームページに企業広告の画像（バナー）を
貼り、広告主のホームページとリンクさせる広告手法のことです。
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市内景気動向調査

（調査期）平成30年10～12月期（サンプル社）会員事業所60件
  業種内訳…製造13、小売12、サービス16、建設15、卸売業４

◆概況
全業種において前期の値を上回る結果となった。特に小売業・サ
ービス業が大きく回復したが、消費者ニーズの変化への対応や人
件費の増加、従業員の確保難は依然として大きな課題である。次
期については慎重な見通しの企業が多かった。

◆会員の声
（印刷業）　低調ながら横ばいで推移。空調等の付帯設備の更新が
課題である。

業況回復も、慎重な見通し

第３四半期
市内の景気を把握するとともに、今後の地域企業の
経営活動方針に資することを目的としています。

※数値は「好転」と答えた企業の割合から「悪化」と答えた割合を引いた値

◆業況DIの推移
業種別 平成30年7～9月 平成30年10～12月 平成31年1～3月（見通し）

全　体 ▲25.0 0.0 ▲17.1

建設業 ▲27.3 ▲25.0 ▲50.0

製造業 ▲9.1 20.0 ▲9.1

小売業 ▲40.0 16.7 16.7

サービス業 ▲33.3 ▲9.1 ▲18.2

卸売業 50.0 50.0 50.0

（H31.2.1 現在）

利　率融　資　限　度　額種　類 

2,000万円 （設備・運転）

4,800万円 （設備・運転）

500万円 （設備・運転）

1,500~3,000万円
（設備・運転）

2,000万円 （設備・運転）

マルケイ融資
［日本政策金融公庫］

普 通 貸 付
［  　　　〃　　　  ］

パワーアップ
［ 　　〃　　 ］

自 治 金 融
［ひたちなか市］

振 興 金 融
［  　　〃　　  ］

短 期 資 金
［  　　〃　　  ］

経 済 活 性 化
［  　　〃　　  ］

1.11％

1.3~1.6％
1.01％
1.01％
0.9％

1.01~2.1％

1.2~1.5％
1.16~2.55％

5,000万円 （設備・運転）

（設備・運転）8,000万円震災復興緊急
［ 茨　城　県 ］

1,000万円 （設備・運転）

制度融資のご案内

○問合せ：企業支援課

金融・経営安定相談会の開催日
専門相談員が経営をサポートします！お気軽にご相談下さい。

【支所】２月20日（水）相談：午後１時～３時
　　　  政策公庫の金融相談のみとなります。
○問合せ：企業支援課

【本所】２月27日（水）受付：午前９時30分～

内 容

時 間
相談員

経営相談
経営計画、倒産防止関係など

金融相談
運転・設備、新規開業資金など

10：00～15：30 10：00～15：30 10：00～12：00
商工調停士 信用保証協会 日本政策金融公庫

コミュニティスペース３７１０屋

○問合せ：那珂湊支所　打越

【イベント内容】

手作り作品出店者募集中　出店料500円～2000円

毎週木曜日　10：00～11：30
3710屋　野菜市　
第３土曜日（3710の日）３月16日
第257回ドゥナイトマーケット16：00～

２月14日（木）～３月12日（火）
地元保育園児の「ひなまつり」ぬり絵展示
第３土曜日（3710の日）２月16日
3710屋フェア
第256回ドゥナイトマーケット16：00～

湊泉町 1-30　10：00～ 17：00　水曜定休

労働保険の事務処理をお手伝いいたします!!
労働者を一人でも使用する事業主は、労働保険に加入しなければ
なりません。面倒な事務処理に困っておられる事業主の方は、是
非、労働保険事務組合をご利用下さい。
☆事務組合のメリットとは…
◎「労働保険料の申告、納付
等」の事務手続など面倒な
事務処理が軽減されます。
◎労災保険に加入することができない事業主や専従者も、労働災
害の補償を受けることができる『特別加入制度』に加入するこ
とができます。
◎労働保険料の金額にかかわらず年３回に分割納付ができます。
◎労災・雇用保険料を合わせた概算保険料（４/１～３/31ま
で）の６％＋消費税で、下記の金額と割安です。

☆事務委託を希望される方、どうぞお気軽にご相談下さい。
○問合せ：労働保険事務組合ひたちなか商工会議所
　　　　本所：273-1371／支所：263-7811

＜対象＞
＊金融・保険・不動産・小売業　50人以下
＊卸売り・サービス業は　100人以下
＊上記以外の事業は　300人以下

1．基本手数料…最低額 3,000円 ※税別　
2．最高限度額…<従業員>15名以下 40,000円／16名以上 50,000円 ※税別

○問合せ：事業推進課

3月の
イベントスケジュール

催し物開催日時 料金

３
月

まちかど交流館ふらっと
授業料（教材費込）
3,500円

アレンジメント
フラワー教室

14日（木）
14：00～16：00
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もっと身近に、もっと元気に。

商工会議所報
会員のひろば

西部ブロック

編
記後
集

２
Q 仕事を始めたきっかけは？
昭和46年に先代が開業、８年前に２代目として代替わりし、
３年前に店舗をリニューアルしました。中華の店っぽくないス
タイリッシュな外観と内装にこだわりました。もうすぐ創業
50年になる父から受け継いだこの店を、これからも頑張って
皆さんに愛される地元の食堂として続けていきたいです。
Q 仕事をする上でのこだわりは？
「来て良かった」と感じていただける料理を提供したいと思
いながら、すべて手作りで調理しています。どなたでも気軽に
来られて、中華だけでなくいろいろな料理を楽しめる大衆食
堂でありたいですね。
Q PRをどうぞ！
あっさりスープの昔ながらの醤油ラーメンとパラパラに炒めた
チャーハンのセットが人気です。麺類、定食、丼物もありま
す。辛い系が好きな方には辛みそラーメンと辛チャーハンが
オススメ。中華料理店ですがチキンライスとオムライスのファ
ンの方も。豊富なメニューでお待ちしています！

野崎　智さん飯泉　聡さん

スタイリッシュな大衆食堂企業連携で高度なモノづくりを目指す

萬来軒

取材メモ
「休日は家でゴロゴロしていま
すね（笑）。３年前に勧められ
て始めたゴルフも時々楽しん
でいます！」と飯泉さん。家
に帰ると３人の息子さんがい
るので、賑やか過ぎますが癒
されるそうです。

取材メモ
店名と内外装のギャップに驚く方

や「ラーメン屋さんかと思ったら、

ジャンルが違うメニューがあって、

しかも種類が多くてびっくり」と言

うお客様もいるそうです。女性の方

一人でも来店しやすいお店です。

津田1855-2
●営業時間／８：30～17：15
●定 休 日／土・日曜日・祝祭日
●T E L／029-272-9606
●F A X／029-272-9612

堀口686-11
●営業時間／
　11：00～14：00（L.O）・
　17：00～20：30（L.O）
●定 休 日／火曜日（夜）・水曜日
●T E L／029-272-2843

今年も２万人以上のランナーが参加して勝田全国マラソン大会が開催されました。日本４大マラソンのひとつで硬派の市民マラソンと言われる同大会は、前日に
はウェルカムの気持ちを込めて前日祭を開催、当日はボランティアスタッフの協力による運営と沿道からの応援とサポートで、市全体がおもてなしの心でランナー
の皆さんを応援しています。来年も多くのランナーの方がエントリーして、ひたちなか市に来てくれるのを楽しみにしています。（Ａ．Ｓ）

P4ねくぜね！

㈱ハナワ
塙 兼親さん

青年部通信・
クローズアップ女性会・
タマリバ通信 P7

会頭日記・青研ニュース P8

P10会員のひろば

㈱飯泉

萬来軒

「写真はちょっと･･･」と照れる野崎さん（後ろ姿）に会いたい方は、ぜひお店へ！

Q 仕事を始めたきっかけは？
横須賀で生まれ育ち、東京で妻と知り合い、20年前に妻の実
家であるこの会社に入り家業を継ぎ、３年前に３代目となりま
した。越してきたときはわからないことだらけで20年間無我
夢中でやってきましたが、いつのまにか同業者の知り合いや
友人ができ、この地に来てこの仕事ができて良かったです。
Q 仕事をする上でのこだわりは？
お客様の納期がひっ迫しているとき、最終工程になる当社で
出来るだけ納期を取り戻せるよう最大限の努力をします。「断
らない」をモットーに、お客様に便利と感じていただける会社
を目指しています。「“めっき”のことなら飯泉に」と言っても
らえるよう頑張っています。
Q PRをどうぞ！
表面処理企業連携体を構築し、めっき部門のメンバーの方々と
連携しながらお互いに技術力や新工法の開発に積極的に取り組
んでいます。加工部門の企業ともパートナー体制を取り、お互い
の技術や技能を組み合わせ高度なモノづくりを目指しています。

㈱飯泉

先々代が水戸で創業して70年、この地に移転して50年、今年は節目の年です

●

●
山新

津田小

市毛十文字

至 東海

国
道
6
号

㈱飯泉

萬来軒

●

●

●

常陽
銀行

県信
勝田支店

●
勝田二中

サンユー

市毛
十文字

至 東海

国
道
6
号

新春特別講演会
東京大学公共政策大学院客員教授
野村総合研究所顧問
増田寛也氏

P3 教えて！かたりべさん
那珂湊の反射炉（水戸反射炉）と
那珂湊野外劇①
語り部：磯﨑 滿さん

P6

P2「パスタ」と「笑顔」でおもてなし★★★
勝田全国マラソン大会前日祭

渋井陽子選手（左）と日立製作所陸上競技部の皆さん

イカルス渡辺氏とD-forのコラボによる応援ライブ

多くの来場者で賑わうパスタフェス会場


